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家
庭
心
得

　
　
（
幡
羅
高
等
小
学
校
）

「
拝
啓
、
諺

こ
と
わ
ざ

に
も
、
教
育
の

道
は
、
家
庭
の
教
へ
で
芽

を
出
し
、
学
校
の
教
へ
で

花
が
咲
き
、
世
間
の
教
へ

で
実
が
成
る
、
と
申
す
程

に
有こ

れ
あ
り
そ
う
ら

之
候
へ
ば
、
学
校
と

家
庭
と
は
、
常
に
相
一
致

し
、
互
い
に
力
を
協あ

わ

せ
、

同
じ
方
向
に
相
進
み
、
小

児
を
し
て
、
世
間
の
悪
き

風
習
に
染
ま
し
め
ぬ
様
に
、

致
し
度た

き
こ
と事
に
御ご

座ざ

候
そ
う
ろ
う

…
…
」

教
育
相
談
窓
口

　
　
（
市
役
所
６
階
北
側
の
西
に
移
転
）

相
談
内
容

・
不
登
校
、
非
行
、
問
題
行
動
、
い
じ

め
に
関
す
る
こ
と

・
障
害
、
発
達
の
遅
れ
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
生
徒
の
教
育
に
関
す
る
こ
と

相
談
方
法　

・
面
接
相
談
ま
た
は
電
話
相
談

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
９
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

◆
教
育
相
談
窓
口

　
　

内
線
５
５
１

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
内

各
校
の
学
習
や
特
色
あ
る
活

動
等
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

基
礎
的
・
基

本
的
な
学
習
内

容
の
確
実
な
定

着
を
目
指
し
、

繰
り
返
し
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

学
力
を
保
障
す
る
た
め
に｢

学

力
向
上
テ
キ
ス
ト
」（「
小
学
校

４
・
５
・
６
年
生
版
」〈
国
語
と
算

数
〉と「
中
学
校
版
」〈
国
語
と
数

学
〉）を
作
成
し
ま
し
た
。

　

学
習
習
慣
を
確
立
し
、
学
習

の
効
果
を
高

め
る
た
め
に
、

学
校
・
家
庭

が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組

み
ま
す
。　

　
　
　
　

　

環
境
が
変
わ

る
こ
と
で
、
新

し
い
生
活
に
馴な

染
む
の
に
時
間

を
要
す
る
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
園

や
保
育
所（
園
）と
小
学
校
、
小

学
校
と
中
学
校
の
接
続
を
重

視
し
た
教
育
を
進
め
、
い
じ
め

や
不
登

校
対
策

に
力
を

入
れ
て

い
ま
す
。

　新しい学習指導要領は、子どもたちの現状を
ふまえ、「生きる力」をはぐくむという理念のも
と、知識や技能の習得とともに思考力 ･ 判断力
･ 表現力などの育成を重視しています。本市でも

「生きる力をはぐくむ教育の推進」を目指し、「知
･ 徳 ･ 体のバランスのとれた教育」を推進し、さ
らなる学力の向上を図ってまいります。
学習指導要領とは？
　全国どの地域で教育を受けても、一定の水準の
教育を受けられるようにするために、国が、小学
校・中学校ごとにそれぞれの教科等の目標や大ま
かな教育内容を定めたもので、各学校の教育計画
の基準となるものです。
全面実施となって、変わることは？
-40 年ぶりに授業時間が増加 -
　学年によって授業時間が増える教科があります。
　例えば、1 〜 4 年生の国語や体育の授業時数が
増えます。
　また、算数や理科の授業時数も増えます。新た
に、外国語活動が加わり、5・6 年生が学びます。
　全体として、週当たり 1 〜 2 時間授業数が増
えることとなります。
中学校は？
　中学校は、平成 24 年度に全面実施となります。
小学校同様、教科によって授業時数が変わります。
　本市では、二学期制に加え、土・日曜日に授業
公開を行うなど各学校の工夫により授業時間数を
確保しております。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
確
か
な

学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
二
学

期
制
を
導
入
し
、
着
実
に
そ
の

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
平
成
22
年
度
埼
玉
県
小
・

中
学
校
学
習
状
況
調
査
で
は
、

本
市
の
平
均
正
答
率
は
、
す
べ

て
の
教
科
に
つ
い
て
、
県
を
上

回
る
結
果
と
な
り
、
県
内
ト
ッ

プ
の
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
市
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
き
、基
本
施
策「
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
・
文
化
の

　

熊
谷
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
た
め
に

は
、「
家
庭
の
教
え
」「
学
校
の
教
え
」「
世
間（
社
会
）の
教
え
」の

そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り
合
い
、
支
え
あ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
市
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
果
た
し
、
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む
教
育
を
推
進
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
・
文
化
の
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

◆
学
校
教
育
課　

内
線
３
８
４

9/30
第 1 回

中 3 実力テスト

11/29
第 2 回

中 3 実力テスト

4/25　埼玉県小･中学校学習状況調査（小5･中2）
　　　 熊谷市学習到達度調査（中 1）

※（　　印）は、通知票を渡す時期の一例です。
　渡す時期、回数や教科は学校ごとに異なり
　ます。

始
業
式
・
入
学
式

幼
稚
園
入
園
式

秋
休
み

冬
休
み 夏

休
み

授
業
開
始

前
期
終
了

後
期
開
始

授
業
終
了

１
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/
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８
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/
20

７
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４
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８
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/
25
〜
１
/
７

7
/
21
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８
/
30

10
/
21
〜
23授

業
開
始

学習のまとまり学習のまとまり 学習のまとまり

教育に関する 3 つの達成目標の学力調査の結果

小学校学習指導要領が
全面実施になります

毎日、必ず朝食を食べる割合（教育に関する 3 つの達成目標結果より）

　「読む・書く・計算」の基礎・基本の徹底を図るために、
実態に応じて授業改善や繰り返し学習、漢字検定や計算
(数学）検定などを実施しています。

　基本的な生活習慣の確立を目指す「4つの実践」の取り組み
の一つである「朝食の摂取と学力」は相関関係にあります。

　引き続き、大人が手本となり、推進していただけるようご協力
をお願いします。

熊谷教育のアクセルとブレーキ～ 4 つの実践と 3 減運動～

幼稚園児と小学生の交流の様子

校種 市・県別 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度

小学校
市正答率 90.6％ 93.6％ 95.3％ 96.6％
県正答率 89.5％ 91.8％ 93.1％ ※集計中

中学校
市正答率 81.8％ 87.5％ 87.2％ 92.3％
県正答率 81.0％ 86.7％ 86.2％ ※集計中

目標値 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度
市全体 95.0％ 87.4％ 90.6％ 91.6％ 91.5％

熊谷教 育

学習のまとまり

　

市
で
は
、
教
育
の
原
点
と

も
い
う
べ
き「
幡
羅
高
等
小
学

校
の
家
庭
心
得(

明
治
31
年
）」

を
、
熊
谷
教
育
の
羅
針
盤
と
し

て
い
ま
す
。
教
育
を
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
に
よ

る
同
一
歩
調
で
進
め
て
い
く
こ

と
は「
教
育
の
不
易
※
」で
あ
り
、

極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

※
不
易
＝
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
。

熊
谷
教
育
の
羅
針
盤

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

「
生
き
る
力
」の
育
成
を
！

暑さ対策のため、
学校によって異
なります

中
学
校
卒
業
式

幼
稚
園
修
了
式

小
学
校
卒
業
式

小
・
中
学
校
修
了
式

ま
ち
」の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
皆

さ
ん
と
の
協
働
・
連
携
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
報
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

家庭学習
のすすめ

幼保小中
の連携を

TEL

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
と
成
果

学力向上テキスト

授
業
終
了

３
/
16

３
/
19３

/
23３

/
26

TEL
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確認はこちらで

・熊谷市地震ハザードマップ

・熊谷市洪水ハザードマップ

・熊谷市くらしのカレンダー

・市ホームページ

 

今月のテーマ「あなたが心がけているエコ・環境生活」にいただいたコメントは、「おたよりパレット」や市ホームページで紹介させていただく場合があります。

ハガキまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号・
今月のテーマ「あなたが心がけているエコ・環境生活」についてのコ
メントを必ず記入のうえ、4 月 22 日 ( 金 ) までにご応募ください（一
人につき一通）。※コメントがないものは無効となります。

《応募先》
〒360-8601 宮町二丁目 47 番地 1 熊谷市広報広聴課
　　kohokocho@city.kumagaya.lg.jp
※なお、市内の商店・企業を知っていただこうという趣旨で、当選者に
はプレゼント引換券をお送りしますので、お店でご使用ください。当選
者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせていただきます。

今月の問題

今月のプレゼント
ホシカワ カフェご提供の、
カプチーノ アマルフィを、
正解者の中から抽選で 20
人に差し上げます。
ホシカワ カフェ
所在地：星川1-77   電話：048-594-7574　http://www.hoshikawa-cafe.com/

次の　　　に入ることばを、それぞれお答えください。
①平成 22 年度市民　　　調査報告書を作成しました。
②「あついぞ！熊谷」U-18　　　熱中大使を募集します。

①直実　②届出
◆応募総数 36 通中、正解 32 通正解2 月号の

市報クイズ 

読んで当てよう

市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課　　内線 212 までお問合せください。

※
４
月
号
お
た
よ
り
パ
レ
ッ
ト
は
、

　

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

家具類を固定する例

・
災
害
時
避
難
場
所
の
確
認

・市ホームページ

・市携帯サイト
　（右記コードをご

利用ください）

・熊谷市くらしのカレンダー
39 ページ

・
家
族
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所

の
確
認

・
非
常
持
出
品
の
準
備

・
家
具
の
安
全
な
配
置
と
収
納
に

工
夫
を
す
る
。

・
家
具
や
電
化
製
品
な
ど
の
転
倒

や
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
と

る
。

・
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
出
入

口
や
通
路
に
は
物
を
置
か
な

い
。

地
震
が
起
き
た
と
き
の
心
得

○
家
の
中
に
い
る
と
き

・
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
て

身
を
守
る
。

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
あ
わ

て
ず
に
火
の
始
末
を
す
る
。

・
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

○
外
出
中
の
と
き

・
建
物
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒

壊
に
注
意
す
る
。

・
屋
根
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
、
看
板
な

ど
の
落
下
物
に
注
意
す
る
。

・
空
き
地
や
公
園
な
ど
安
全
性
の

高
い
場
所
へ
移
動
す
る
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
国
内
観

測
史
上
最
大
の
巨
大
地
震
は
、
東

北
地
方
を
中
心
に
東
日
本
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
大
勢

の
方
々
が
被
害
に
あ
っ
て
お
り
ま

す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
で
は
、
自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
等
に
よ
る
懸
命
な
活

動
に
加
え
、
海
外
か
ら
も
惜
し
み

な
い
人
的･

物
的
支
援
が
寄
せ
ら

れ
、
こ
う
し
た
懸
命
な
活
動
に
よ

り
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
震
度

５
強
の
大
き
な
揺
れ
を
観
測
し
た

直
後
に
、
私
を
本
部
長
と
す
る
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
始
め
と
す
る
市
内
の
被

熊
谷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
メ
ル
く
ま
」

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

や
気
象
・
震
度
情
報
、
災
害
情

報
を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
次
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
広
報
広
聴
課（　

内

線
２
０
６
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
が
、
自
分

や
家
族
の
生
命
、
財
産
を
守
る
　

事
前
の
準
備
の
有
無
が
、
被
害

を
軽
減
で
き
る
か
ど
う
か
の
大
き

な
分
か
れ
目
と
な
り
ま
す
。

今
こ
そ
自
主
防
災
組
織
の
結
成

を
！

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
。
建
物
の
倒
壊

や
火
災
の
発
生
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
寸
断
な
ど
、
消
防
な
ど
公
共
機

関
の
対
応
能
力
を
超
え
る
状
況
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
力
を
発

揮
す
る
の
が
、
地
域
ぐ
る
み
の
協

力
体
制
で
あ
る「
自
主
防
災
組
織
」

で
す
。
市
も
、
結
成
時
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
、
防

災
用
資
機
材

の
購
入
補
助
、

防
災
訓
練
へ
の

指
導
員
派
遣

な
ど
、
活
動
の

支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
を
通

じ
て
被
災
地
へ
送
金
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所　

　

市
庁
舎
総
合
案
内
、
各
行
政
セ

　

ン
タ
ー
福
祉
担
当
課
、各
出
張
所
、

　

各
公
民
館

受
付
期
間　

９
月
30
日（
金
）ま
で

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

関
係
し
、
い
わ
ゆ
る
携
帯
電
話

な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
誤
っ

た
内
容
や
、
根
拠
に
乏
し
い
情

報
が
非
常
に
流
れ
や
す
い
状
況

で
す
。
不
確
実
な
情
報
に
流
さ

れ
ず
、
冷
静
な
対
応
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

メール配信サービス
メルくま

　3 月 11 日、東北・関東地方を中心に、Ｍ 9.0 の日本観測史上最大の地震が発生しました。東北
地方を中心に甚大な被害を及ぼし、多くの尊い人命が失われました。
　本市でも、震度 5 強の強い揺れを観測し、地震の恐怖を改めて思い知らされました。今後も強い
余震に注意しながら、災害への備えを徹底してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆危機管理室　  内線 333

への備えを
徹底しましょう

災
状
況
や
地
震
に
よ
る
市
民
皆
様

へ
の
影
響
な
ど
、
そ
の
情
報
収
集

に
当
た
る
一
方
で
、
被
災
地
へ
の

消
防
職
員
の
派
遣
や
特
例
市
相

互
の
応
援
協
定
に
基
づ
く
茨
城
県

水
戸
市
へ
の
５
千
食
を
超
え
る
食

糧
の
支
援
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま

す
。
市
民

の
皆
様

に
は
、
発

電
設
備

の
被
害
に

よ
り「
計

画
停
電
」

が
実
施

さ
れ
る

な
ど
、
市
民
生
活
に
も
た
ら
す
影

響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
冷
静
な
行
動
を

取
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
未み

ぞ

う

曾
有
の
巨
大
地
震
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
安

心
・
安
全
を
第
一
に
、
全
力
で
災

害
対
策
に
当
た
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
そ
の
情
報
を
適
切
に
市
民
皆

様
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
被

災
地
へ
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

  

熊
谷
市
長 

富
岡 

清

自
主
防
災
組
織
の
活
動

災
害
時
…
初
期
消
火
、
救
出
・

　

救
護
・
避
難
誘
導
な
ど
地
域
を

　

守
る
活
動

平
常
時
…
防
災
知
識
の
普
及
、
防

　

災
訓
練
な
ど
災
害
に
備
え
る

　

活
動

自
主
防
災
組
織
の
つ
く
り
方

　

自
主
防
災
組
織
の
多
く
は
、
自

治
会
や
小
学
校
の
通
学
区
域
な
ど

を
目
安
に
結
成
さ
れ
、
平
成
23
年

３
月
１
日
現
在
、
１
４
９
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

結
成
手
順

①
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ

い
て
地
域
で
確
認
す
る

②
自
主
防
災
会
の
規
約
、
役
員
名

簿
の
作
成

③
危
機
管
理
室
へ
届
出
書
等
を
提

　

出

3.11 東北地方太平洋沖地震発生！！

◆
福
祉
課　

内
線
２
９
５

非常持出品
・非常食や水
・貴重品（現金、預金通帳、印鑑、健康保険証など）
・医薬品や衛生用品
・懐中電灯（予備電池も用意）
・携帯ラジオ（予備電池も用意）
・携帯電話（電池式充電器も用意）
・ヘルメット、防災ずきん
・その他の生活用品（下着などの衣類、タオル、

ティッシュペーパーなど）

う
わ
さ
に
流
さ
れ

ず
冷
静
な
対
応
を

お
願
い
し
ま
す

東
北
関
東
大
震
災
に
関
す
る
、

　
　
　
　
　
　

 

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

巨
大
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

防
災
情
報
が

　

 

メ
ー
ル
で
届
く

“
ご
近
所
の
力
”が
命
を
救
う

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

トップページのバナー

救援物資の支援

募金箱
TEL

TEL

TEL

TEL

災害



32平成 23年 (2011)4月　市報くまがや

●平成 23 年 3 月 1 日現在（対前月比）
■人口　204,984 人（-144）　男　102,397 人（-92）　女　102,587 人（-52）　■世帯　82,147（-45）

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、
毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、
自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/　 「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。

「市報くまがや」4 月号は、72,000 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 16 円です。

●
発
行
日  

平
成
23
年
４
月
1
日　
　

●
発
行  

熊
谷
市　

●
編
集  

広
報
広
聴
課　

〒
３
６
０-

８
６
０
１  

熊
谷
市
宮
町
二
丁
目
47
番
地
1

　

０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１(

内
線
２
０
６) 　

０
４
８-

５
２
０-

２
８
７
０

人口と世帯

夢追い

FAX

　今回は歓喜院聖天堂が有する有形文化財（工芸品・書
跡）の宝物についてご紹介します。
　長い歴史と共にある歓喜院聖天堂は、本殿や貴惣門
などの建造物のほか、それぞれの時代にゆかりのある
貴重な有形文化財を有しています。
　その筆頭に挙げられるのは、国指定重要文化財（工
芸品）の「御

みしょうたいしゃくじょうとう

正躰錫杖頭」（錫
しゃくじょう

杖）です。これは、寺伝に
よると、建久 8年（1197）に、斎

さいとう べ っ と う さ ね も り

藤別当実盛の外
がいせい

甥の
宮
みやじのくにひら

道国平が実盛の二人の孫と共に寄進した聖天堂の御
ご

本
ほんぞん

尊であり、秘仏とされています。
　県指定有形文化財（工芸品）の「紵

ち ょ し と ち ょ う

絲斗帳」と「鰐
わにぐち

口」は、
美術品としてだけでなく、歴史的にも貴重な資料です。

自
分
の
作
品
を
形
に
し
た
い

第10回全国高校生童話大賞
金の星賞（最優秀賞）
本庄第一高校 3年 内田彩

あ や か

香さん（弥藤吾）

夢追い
情熱世代

　

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
物
語
を

考
え
る
こ
と
と
絵
を
描
く
こ
と
が

大
好
き
で
、
小
学
生
の
時
に
は
童

話
を
書
き
始
め
て
い
ま
し
た
。「
幼

稚
園
児
の
こ
ろ
か
ら
、
絵
で
物
語

を
表
現
し
て
い
た
よ
。」と
母
が
い

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
作
品
を
応
募
し
よ

う
と
思
っ
た
の
は
、
一
枚
の
ポ
ス

タ
ー
に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
高
校
一
年
生
の
と
き
、
学

校
の
掲
示
板
に
貼は

ら
れ
た
か
わ
い

い
雰
囲
気
の
絵
が
私
の
視
線
を
奪

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
全
国
高
校
生

童
話
大
賞
の
ポ
ス
タ
ー
だ
っ
た
の

で
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
自
分
の
物
語
を
読
ん

　

現
在
は
美
術
部
で
仲

間
と
絵
の
腕
に
磨
き
を

か
け
て
い
ま
す
。
将
来

は
、
大
好
き
な
物
語
と
絵

の
両
方
を
生
か
し
て
、
絵
本

作
家
に
な
る
の
が
夢
で
す
。

　

ま
だ
、
文
章
が
未
熟
で

私
が
一
番
伝
え
た
い
こ

と
を
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

読
ん
だ
方
が
主
人
公
や

そ
の
友
だ
ち
の
姿
や
気

持
ち
を
自
由
に
想
像
し

て
、
自
分
な
り
の
空
を
思

い
描
い
て
、
優
し
い
気
持

ち
で
読
ん
で
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
。

ノートの隅から
紡
つむ

がれたストーリー

　

心
に
留
ま
っ
た
物
事
が
あ
る
と

イ
メ
ー
ジ
が
湧わ

い
て
き
ま
す
。
普

段
か
ら
、
湧
い
て
き
た
イ
メ
ー
ジ

は
、
ノ
ー
ト
の
隅
な
ど
に
メ
モ
を

と
る
の
が
癖く

せ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
作
品
の
ア
イ
デ

ア
は
、
先
生
が
黒
板
に「
机
の
中

は
空か

ら

に
」と
書
い
た
の
を「
机
の
中

は
空そ

ら

に
」と
読
み
間
違
え
た
と
こ

ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
机
の
中

の
空
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
想
像
し

て
は
、
浮
か
ん
で
き
た
イ
メ
ー
ジ

を
溜た

め
て
い
き
ま
し
た
。
断
片
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の

形
に
す
る
ま
で
半
年
程
か
か
り
ま

し
た
。
文
字
に
お
こ
し
た
の
は
２

市報
2011

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
書
き
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
時
応
募
し
た

「
夏
の
友
達
」と
い
う
作
品
は
、
ノ

ミ
ネ
ー
ト
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
受

賞
作
品
集
に
は
名
前
と
タ
イ
ト
ル

の
み
の
掲
載
で
し
た
。
優
秀
賞
以

上
の
賞
な
ら
ば
作
品
が
掲
載
さ
れ

る
。
自
分
が
作
っ
た
物
語
を
ぜ
ひ

冊
子
と
い
う
形
に
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
再
度
の
挑
戦
を
決

意
し
ま
し
た
。

　「紵絲斗帳」は、銘文によると中国の
嘉
かせいねんかん

靖年間（1522 ～ 1566）に作られた織
物で、二代目忍城主の成

な り た な が や す

田長泰が奉納
した品です。濃い藍色の布地に紅色で
鳥や雲の模様を織ったものであり、時
代を経て紅色は褐色に変化しましたが、
味わい深い風

ふうあい

合となっています。なお、
荻
お ぎ う そ ら い

生徂徠の『度
どりょうこうこう

量衡考』にも紹介されるな
ど、古くから多くの関心を集めています。
　「鰐口」は、寺院や社殿の軒先につるし、布

ぬのなわ

縄を振って
打ち鳴らす鋳

ちゅうどうせい

銅製の仏具であり、暦
れきおう

応 2 年（1339）の南
北朝時代に奉献されたものです。鰐口の内側に陰

いんこく

刻され
た「武州福河庄聖天堂常住也」という銘は、室町時代初期
の妻沼地域が「福

ふくかわしょう

河庄」と称されていたことを示してお
り、当時の行政的な位置付けを知ることができます。
　その他に、歓喜院が所蔵している市指定文化財（書跡）
の「妻

め ぬ ま は っ け い

沼八景の詩
し が ふ く

画幅」（豊
ほうしゅう

洲・寺
てらかどせいけん

門静軒筆）と「勝
かつかいしゅう

海舟の
書」は、共に歓喜院と当時の文化人とのつながりの深さ
を示す名品です。

内田さんの受賞作「机の中は空」は、こちらのホームページで読めます
「全国高校生童話大賞公式ホームページ」http://www.koukousei-douwa.jp

か
月
く
ら
い
で
す
。

伝
え
た
い
こ
と
を

文
章
に
す
る
と
長

文
に
な
っ
て
し
ま

い
、
説
明
文
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま

う
の
が
難
し
い
で

す
ね
。
し
か
し
、

想
像
の
世
界
を
文

章
に
す
る
こ
と
は
、

物
語
を
作
る
う
え

で
一
番
好
き
な
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
推
敲
し
て

目
に
見
え
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
く

過
程
を
嬉う

れ

し
く
感
じ
ま
す
。

　

受
賞
を
知
っ
た
と
き
は
嬉
し
い

反
面
、「
文
章
の
勉
強
を
し
た
こ

と
が
な
い
私
が
全
国
一
に
な
っ
て

い
い
の
？
」と
戸
惑
い
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
仲
間
た

ち
も
祝
福
し
て
く
れ
て
、
私
の
作

品
を
読
み
た
い
と
い
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

熊谷市ホームページ

熊谷市役所 検索

熊谷市役所　　048-524-1111TEL

大里庁舎・大里行政センター　　0493-39-0311
妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321
江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521
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子宮頸
けい

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌
予防接種費用助成のお知らせ
市政ワイド　
市民意識調査の結果がまとまりました・
ハートフル・ミーティング ほか

P5

P6

平成 23 年度 予算の概要特集 
P2 市政情報P10

くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ

P16

くらしの相談

文化施設情報P24

東北関東大震災に関する、市長からのメッセージ
災害への備えを徹底しましょうP30

情熱世代 夢追い人・
よみがえる彩色「歓喜院聖天堂」

P32
いきいき元気みんなの健康P21

熊谷教育
学校・家庭・地域が一体となって

「生きる力」の育成を！
P28

P20

　3月 5日、妻沼グライダー滑空場を会場にグライダーフェスタが開催されました。グライダー
のアクロバット飛行や体験搭乗などが行われ、来場者は、抜けるような青空に映える真っ白な
機体を眺め、歓声を上げていました。

風と遊ぼう！
熊谷めぬまグライダーフェスタ2011

12 月 26 日に行われた表彰式で盾を
受け取る内田さん

錫杖

※この連載は、今回で終了となります。

4月号

TEL

読
み
間
違
え
か
ら
生
ま
れ
た
物
語

◆江南文化財センター　　048-536-5062TEL

自
由
に
想
像
し
て
読

ん
で
欲
し
い


